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　　　　　　　　　　集演講學科綜翼
　　　　　　　　　　一るる業て野の　願利在ををも念　て
過生にも縣存本ふ用翻開掛あ事本御
失写關本が雀校積さ綜くけ1）業校諒
もふす校本生がでれ業こなまをは承
なこるは校認當あてにといし興開下
籍皇湾業護曽弩皇磐撃箋需錫セ螢慧
嶺霧璽蕪辛砦竪需変藁窺ゑ努羅蒙匿
調は塞謝るやさ　學術謬來行を年を
に非諸を揚うれ　 間がでるの表を希
其常君持合にま　にどあだ御し以望
歩にのつになし　“依のりけ趣たて致
を感援てはつ一（．　つ位ま有旨い十し
進謝助居多た爾　て進す盆をと五ま
めしをる大の來　此ん本に泰云年す
來て受糧ので＋　　窮で會や戴A、に・°
つ居賦で助あ五　業居はりし企な
たる又あ力り年　 がる努たなてつ
この其りをまの　どカ1めいけをた
とで活ま彿す日　の又てとれ致の
岐あ動すつtTi子　位過醗云ばしで
偏りの禽て是を　開去縣ふなまあ
にま上叉下迄璽　襲に業考らし・り
護董纂凄ミ｛磐苫婆隔劣験毯季
にすてのたり今　る科係講i時色4s｝
同るも皐のま日　べ墨あ師代k校
幣に一生でしに　 きがる方で考同
を木方及あた及　かど墨をあへ窓
持校なびり径び　 との術御pた會つがら約ま路ま　云程の願ま結は
て十ぬ七亥をし　ふ度講ひす果此
下五御百殊一隆　や迄演しか麺機
さ年指のに雷棺　 うにをてらに會
るの…導卒上申々　 な鑓致今競はに
所日を業田し世　 こ縣し回る大於
の子受生市ま間　と業まのぺ詔て
實中けカミにすに　 を方し講くの何
業大て聡劃と、本　御面て演維換か
家な居綜し長i校　 話にi碗會費獲紀
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來將の業縣銀

億なつに　行を事以　　　第だ故諸
五り，te是更か要業て抑　　　でいに君
千或のはになすの爲々　　あと此並
渦はで到我くべ改さ實　　り云紀に封銅あ‘底々ちき善る業　　まふ念官
度安り絹翻や問を　xの　　　す所講界
と母まの縣な題し實進　　 ゜の演に
tT？尼。す敵業らはて績歩　　　報會居
ふ亜力1で方ぬ澤行とに＝　 恩をら
や式段な面と山つに實　　　的催れ
う／tのkいに思あた因業　　　のする
な製購只於ひりこ1）の　　　微に所
多造問光てままとま方　　　 衷當の
額法の澤常すすもす而　　　もり先
のと力あにoが多るに　　　あま輩
　　　　　　｝人なにる敵　夫大が直　　　るしの
絹り、依所と　等で一接　　　課て御
が今b，の見　はあ面關　　　で翫指
製iTI今緻て　墨らに係　　　あ本導
造にN維居　 間うはし　　　り校に
さ於でがつ　 のと豊て　　　 まが依
れては出た　 力思問居　　　す搬る
　　　　　　　　　　　　　，るは大來や　にふのら　　　さふも
や主分たう　依の力れ　　　 うての
うと改の“な　つでにる　　　云居と
にし良み人　 てあ依所　　　ふる姦
なてさでi造　 段りつの　　　 鐸各は
りビれあ絹　kまて皆　　　で位深
まスまる懸　 打すi瓢様　　　 蝕のく
　　　　　　　’しコしとの　 開殊た方　　　に厚感
た1’Z．云如　しににの　　　講意謝
今ス或ふ2　t‘今獲経　　 演にし
又のはやも　 盆後見験　　　 會謝て
更式シう初　 k餓しと　　　 をし居
ににヤにめ　 丈懸た其　 ・　開柳る
進依ル考獲　化業こ研　　　くか課
んつドへ見　 を方と究　　　 に謝で
でてンらさ　す面が的　　　至意あ
セ殆ネれれ　　sの又態　　　　つをリ
ラど式てた　 め改更度　　　た袈ま
ニーと居時　て善にを　　　次しす

一3＿



　　　　　　　　　　集演講學科綿職

博以だ　やを我す力士杷來科環至1
士て外我う以がるでは憂な畢或つス
をlit國がにて獄とは自といのはての
四界の國科或綜5’到分ず限力数居経
育に様に墨る業ふ底自るりic年り騰’
人名子於の程がこ今らのも依のま的
もをとき逸度直と後需必なり後せ製：
使な封ま歩迄ちを百つ要いまに、ぬ遭
つし比しににに言弓五てはとしはが方
ててすて依は大つ十居な思て全今法
居居れ近り生なて年らいふ人部後を
るるば來ま綜る居或れとの造セ人研
疹所飴欝叢しに脅らはる思で絹ラi造究
れの程縣て樹威れ二さひあ綜二絹し
がバ幼業盆抗をる百うまりが著縣つ
あイ稚方々し感さ年ですま非スはX
のアの面改てすうのあ人す常にセあ
會1域に良居るで申る絹只ななラる砒とに學しる必あに天の是進’り＝の
が云在問ての要りは逝オは歩は1で
世ふるの行ではま天絹1時をしスあ
界seqと慈かあなす然懸ソ闇しなのり
に逸思用なりい斯絹のりのてい低ま
覇のひがくまとう綜進テ間居か廉玄
を會ま盛ちす思丑を歩イ題・置とな現
嘱刷：すんやかぴふ凌は1で或云iる在
への掴にならま轟駕大であはふ製で
る如承なら謡すですなあら將や造は
所き知つぬ縣けあるるるう來うに只
のはのてと業れりやも所と生に依維
原・ド通來思界どまうのの思縣なつ鷺
因常りまふに職すなで猫燕とつて閉
ににかしの於兎かもあ逸併同て大尚
な於のたででにらのるのなじ居ない
つて染けあも角此はカ1シがや畳る爲
ても料れり之非獲出今ユらうさ畿！こ
屠慮をどまに常達來1－iワ直な至展普
る用造も％負なになのルちも試を及
馨鐘語茎寝蓬弩2叢∵芝象颪浮竃
あのをま　い歩て僑の樽を1’1・ltcやva
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凍將の業綜慧

とるらしでのしが　確でふ墨ラーり
思の増てあ澱も需併かあ歌をノy暦ま
ふでし居り懸其要なでり態卒ヱ重す
、とあてりま業心ががあまに業レ大斯
）らもますを配どららすなしク睨う
敏う宜す奉奨はうどう赦つてトし云
にかし誠ひ拗嬰なのとにて覧リてふ
於らいに本しらる位思本居優ツ此こ　してさ瑛結年てなか迄ふ邦る、等そのと
私う之構の共いと獄のに斯生コカよ
は極をな如生と云綜で於くでンをり
一端生こき産思ふ業あてのあパ＋槻．
二に産とはをひi憂をりも如る＝分て
の奨すと非塘まが奨ま．愈くと1取覧
例働る思常し亥多闘すk學雪で入此をし所ひに9少少し゜墨問ふはれ翼
引てのま順國くなて　　問の教興て綜
いは瀞究調家と）・宜　の力授饗改業
てどは或に維も課し　力との工良方
此う日る進醗百でい　 に實誰のし面
心だ本者みの年もb＞　依業明中てに
配らばはま基百あさ　つのをに行於
をうか冒し礎翫りう　て力有多かて
破かりふπを十ま無　斯とし数なも
りとでで既i益年せ曙　i業をなのくサ
た云はあにkの頃に　の密け大ちイ
いふなら八讃闇是獄　磯接れ學やz
と杷いう億圃はは業　 展にば卒なン
思憂外翻とに此我の　を結無業らス
ひも國縣云し心々獲　途び給者ぬの
ま期1に業ふな配の達　 げ付のがと鷹
すか於はやくな調を　なけ職居思用゜なて大うちく、査促　けてユ：るひと
そいも切なや出し遜　れ初にさま云
れ謬どで多な來たし　 ばてもうr丈ふ
はでんあ額らる所た　な進入で叉乙
嘗もノ為のぬだに所　ら歩れあ米と
つな＼生喩とけ依で　ぬをなり國を
てか製産出思我れ將　 こ來いまの今
はら遭はをふがぱ來　とすとすゼよ
日うす幾致の國少是　 はの云大ネリ
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集演講學科綜鷲

於り藩に　　　あな以容活て行が本
て進々於所　　 リナ伏前易の居く爾生
も歩實てが　　ま態のに不るの國縣

一…一 ｵ行澱蝕　　 すで支獲安只で共の通喪さ業に　　゜は那達或支あにi敵
りなれを一　　　今のしは郵り國で
調らつ興つ　　　後鷲な交のま家あ
査ばつし斯　　　に叢い通慧すがつ
を日あてう　二　　於もとの業將奨た
i致本つ日云　　　 て二思不にに働筋
しにて本ふ　　　も十ぴ便至今金の
ま1取目か問　　　大年ま3ζり後を伊
しっ下ら題　　　な後すはま十出太
たて試高が　　　 るの過水し数し利
又は験儂あ　　　 磯今・去害て年て佛
外實中なる　　　展日二のはの極蘭
國にと絹そ　　　はの十關無後力闘
に由でをれ　　　難そ年係限に斯の
行々も輸は　　　 かれ位等には業鍛1
つし嘗入日　　　らものに獲痕の懸
てきふす本　　　う大成依達跡獲業
居大べるの　　　とし績りすを展で
る事きこ生　　　思たをまる止をあ
所で歌と綜　　　ふ叢以し素め促、り
のあ態をの　　　故はてて質るしま
留らで防重　　　にな見日は位つす
墨うあが要　　　 支いて本持にLfJl
生とりう顧　　　那のもがつ迄あ是
に恐まと客　　　ので略脅てなるは
頼ひす云で　　　 方あ々威居りに既
んまがふあ　　　もり分をりは拘に
です是計る　　　心まら感ましら御
特之が書所　　　配すうすすなす承　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
にに若をの　　　 は支とるがい1ヨ知
調就し立米　　　な那思や色かにで
奮響毛票　願監篇磁く£
しはの居自　　　思花す程會共裏り
てホ計る分　　　 ふの二度組は退ま
貰校露是由　　　のや十に織考しせ
ひに通は身　　　 でう年は生へてう

＿6＿　　



來將の業綜難鍵

古以　まをりまてひすし理試國うま
い來斯せ使まい之ま溢V｝想駒ででし
殆四うぬつしとをす日オ的揚造あ衆
ど年云゜てて思飼e’本ロのをらり其
三でふ　生康ふ育このビ獄設うま結
百あ課　 縣料其しでnd　1業けとす果
年りで　にだ経た養段ル地ま云米に
以ま先　しけ費翼慧歩のでしふ國依
前すつ　 たでが結をの試あ熊計でれ
かけ米　 な遙ど果し面験る今ii整今ぼ
られ國　 らにれ四た積地と年nf日是
養どの　ばH．位貫所にに言で力機亦
鷲も醗　 規本掛五カミ改はふ丁リ業心
を釆業　イEのつ百簡算現の度ホIC配
や國は　の生た同箪し衣で四ル使は
つが蝕　　日縣かのにて三あ年＝つな
て四り　本のと繭緒凡百り同ヤてい
居年心　の値巽が果そ町まで洲居と
る前配　生段へとだ新渉すあのる云
のかは　 懸以ばれけ梢のぞリサ所ふ
でら要　の上舅た申五桑れまクのこ
あ獄る　倍に女斯上百園か窯ラ絹と
り業ま　以上共うま貫をら其メはを
まをい　上っ一云すを拓實結ン五私
す始と　のて日ふカミXP・き際果ト千は
ぜめ思　値居の下一つま桑をの萬確
1たふ　 をる勢手オてしを申附封認
ム謬此　以課銀なン居霊植上近度し
スでオ　てでは養スる今えげのに得
＿は・　費あ三獄爾是無てれオ達る
世なビ　　らる弗家七は肥見嘆ロ　しの・
のい1　な釆以は匁大料た氣ビてで
時来ル　け國上恐五しで所候1居あ
初國の　れに帥らaた桑が風ル穀り
めの試　ぱ於ちくのこを其土とそま
て翻験　利て六日醗と作域等云れ亥
植業は　釜若圓本卵でつ績よふを共
民は僅　はし以にをあてもり威米實
地もに　塞此上は掃る居大雷に國1伏
がっ開　が原であ立とり厭つ獄はは
出と始　り料あるつ思ま宜て業自斯

＿7一



集演講學科綜舐

顧農牧か徴の普思ま人方をながと來
のi業i釜に二る農通庵す式がしい更計た
利者を百か産農の斯に経な者に書際
盆は離六と物‘業みうや濟琉に敷しに
の臼げ十申のをな云つが何は果蹴既
あ本た圓せ高やらふて保故罰が共に
るのと位げはつす課居てや金學當酸
農農しに瓦三た米でつるらをが時業
業業てしそ百方國あた顛ぬ課り英を
を者もかt・・一億がにりのうかすま國奨
棄が廃當千図利．於まで砥ととせ政働
て比づら圓で盆てすあふ瞬云融府し
て較挙ぬにあが相かり古ふふ糠にて
慧的均ゴ當りあ當らまいt，こ薩於居
業宜し本るまるに米す歴養．となてっ
にいてののすの養國カミ史獄にくは衆
趨翻三養で琵で獄のS・がをし今極さ
る業百翻あ三あを獄つあす左度力う
鐸維圓家り百り・や業と遷る所は奨し
は螢鶴がま億まりと今爾よが罰闘て
なか後普すとす得云日來り植金を植・
いらの通然云疹たふに米も民を致民
と得も農らふれとも至國煙地課し地
思るの業ば金はしのるで草のしまに
ふ所でを日が米てに痘はを人まし生
付のあや本漫國も付磯養迭蓬しで縣
故牧らめの業の霊て展獄つは隆奨を
に釜うて農者農米絵のはたr蔵英働造
米のと諒業一民利り見ア方氣國金っ
國約思らの人が加心込マ，がでのをて
の三ひ獄牧ve今に配がチ宜罰植下佛
農倍ま業入ua日於す更ユか金民附蘭
業をす経はし迄てるにアつを地し西
者得鏡菅どて毎はeな1た佛にてか
がて在にうど年獄とか所のつ於翻ら
そ居に依かの鍋をはつ謂でてで業の
んる於つと位げ飼なた道が居養を絹
な疲てて云のてふかの樂りつ鷲奨を
にに米一へ牧居よらで的まてを働防
澤共國年ば入るりうあにす養行しが
山多のの便に膀もとり素共獄はだう

＿8一



來將の業綜簸

Jjllきの十後十るとの　に蹟て的農の
　　　　　　　セす起絹年に年と或無米なを見使業利
るすののはの云るい國ら學ま用潔盆
課課使後二後ふ學親のうげすやとを
でで用に億vaこ者9獄とてζ運lk鋸
ああ量は二倍とはし業思居八搬もげ
診りが共千にを今いはふる種の四て　　　　　　　　　　　しまま今倍萬な計後こ飴の墨類便十居
すす日一人る算五とりで問の利年る挽釆と億にとの＋で敵あの農ざ前か
や國同萬なす上年あとり力産うはと
大一じ封りれか後りすまは物云農云
陸っに度まぱらにまるす實をふ業ふ　　　　　1　　　　　　　　　　　o方だしのす米的倍すに　に卒方のと　　　　’　　　　　　　　　　　M面けて絹さ國確に米足　 偉均面利是
にを庵をうのにな國ら　いしよ釜は
於相今湘す現設るのな　もてりは矢　　　　　　　で冗手後費る在明又入い’の七しす張
激に四すとのし或口と　容倍てっり
羅し十る現人てるの云　あの米と學
巴て年課在ロ其學増ふ　り牧國少問
のものにUilは論者加外　　ま穫．のなの
大日後な千一丈はとに　支を農か力
職」本にり萬億が五云も　之し業っに
ののはま封一Hil十ふう　 もてはか依
影獄現玄度千て年も一　今居非所つ
響業在その萬居をのつ　 日る常がて
　　　　　　　　　　　　しをはEIれ絹人り倹嘆米　　の穀に機斯
蒙今本でをでまた米國　我作進械う・
つよかす沿あ実な國の　kの、歩のな
てりらか費り假いの人　 の如し磯づ
一四行らしまに三學口　講きま明た
時十く假てす此十者の’　演はしその
は年絹に居か中八の増　の實たれでゐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

装のの米るらを年研加　一に数かあへ後倍國米今こ取の究の　つ二十らり
まにのの國後つ後’に世　の十年肥ま
しは需人嬬四てに依界　ii蓼四前料す
た倍要間今十今倍りに　 考倍にの米
けにを一後年後にま類　材の較合國
れ増惹人四’の四なす例　料成べ理の

一一 X＿



集演講學科縣獄

ま　 し健をるト先　　　　とi孫と唯ど
す次や優作も1欧そ　　 云を思一も
所にう良りのル州こ　　　ふ造ふの疫
　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
が桑　なしでがにで　　こ為此猫々
其の　る外あ母於學　　 とさ故占恢
後品　 品山り9Wtて疑男　　 に二うに場dt＄一

段種　種博ま槍はが　　努し科でし
々の　を士す査彼獄　　むて墨あて
研如　得等゜にの糸四べ需をる選
究き　たの3ζよ微業　　 き要釜とか
を塗　 の功鷲る粒の　　 で者々すら
璽明　で績の豫子開　　あに獄るす
ね治　 あも品防病獲　　 り向糸な多
た二　 り忘種法漫に　　まつ業ら量
爲十　まる改を延ど　　すてにばの慈年　すs良嚢のれ　　゜は慮百絹
に以　 ゜事に見爲丈　　　盆用本を
増前　 是は遺しにけ　　　kしの使力llに　 は出傳た將役　　　 信ま欝用
し於　私來學爲に立　　　用し業す
てて　がまをeZl獄つ　　　と歪のる
今は　 申せ磨行業て　　　便晶前や
日僅　上ん用詰が來　　　宜種途う
　　　　1でに　 る爾しれi裏た　　　をもとに
は二　　迄來てる微カミ　　　　與改云な
殆百　 も十純斯の二　　 幽へ良ふり
ど種　 な五系業極三　　　 コしもざ
　　　　　　　　　　　　　セ千類　 く年分ににの　　　方懸のう
種位　 皆從離一・逮例　　　 生にはし
以と　様來を’新せを　　　産し實て
J7．言　 のの行生ん畢　’　　者てに絹
には　御品ぴ面とげ　　　にも洋の　　　　　もなれ　承種更をして　　　於能々生
つて　　知はに開だ考　　　　　て率允藤
て居　の全之い時へ　　　はをる地
居つ　 こくよたにて　　　 利増もは
らた　 と一りの當見　　　釜力1の殆
うの　で攣一はつま　　　をしでど　　　　　　　　　　　　　bとで　 あし代偉でし　　　 牧又あf：T
思あ　 りて難大パや　　　 め善ら木
ふり　 ま弧種なスう　　　 るV、うが
　　　　　　　　o
　　　　　　－10一



來將の業縣獄
一・ 驪ﾈ　實良例入をなπ種　かなの
寸育り又な品は爲保ら葉を之り品で
ne．をN墨も種澤的つぬの造迄あ種あ
用促を聞のを山の所と質り、にるとり
しす急とで出あ交の思もさ至上しま
たと角しあしり雑桑ぴ宜うるにて亥
だ云度てり魔まにがまししに多生勿
けふにはま術す依品亥くて付くれ論
のやす頗す師がつ種是叉善てのた此
もうるる゜とデてのは病い越交と中
のなと簡　 まメ國改不氣品當i誰いに
でこか箪　でリ桑良可に毬業種ふは
あと或の　 呼力のに能もを者をこ異
りもは事　ばの＋依の罹遭の作と名
ま繊針も　れバ三つ事りつ方つが同
す來金實　　て1號てで難たkて禺種
゜るで用　遍バ或四はくとの居來や
　謬其化　 くンは十な需i云實りま同
　で根す　世ク國年い命ふ験ます名
　あ元る　ZZ先桑保99も例の兎現異
　るをと　を生のつ見憂も結　 に極
　是縛甚　驚が七も込い少果　本も
　はつ重　か遣十のはとなも　校あ
　只て要　 し傳號に確云くあ　にり
　植澄な　た學と代かふなり　於ま
　物く事　のの云るに風いま　てせ
　のとが　で憲ふだあののせ　集う
　　1　腿其多　あ用やけるもでう　めが
　内慮い　りにうでののあが　で少　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　

b

　にに　　まよなもでをり遺　居く　　　　　　　　　　1　於養取　 すつも大あ段ま傳　 ると’

　け分木　か9の攣り々－9：の　　もも
　るをを　ら殆が利ま燈今原　の四　　　　　｝　榮貯す　共ど出釜すつ後則　 は五
　養藏る　可千來で三て學tを　四百
　循す場　能幾まあ十行間利　 百位
　還る合　性種しり年かの用　二は
　の爲に　はteたまのな力し　十特
　理に於　誠近かす改けにて　腫徴　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ

　窟根て　　ec）・N現植れ依交　　類の
　をのも　確改るに期ばつ雑　 ば明
　　　、
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　　　　　　　　　　　集演講學科縣銀
がら＊＊頻て最こ　畢思の來しすの

夜はつ研研つあ錨こん法にるはよカ、
斯いて究究と夜にとなで牧だ既つら
のら居かし云之しが風あ穫らにて肥
如開る戟てふ等て出のるをう皆察料
く掛」枝胞居やも覧來eと増と様中の
考・條＝r一りう螺地るとかす思が窒方
へ赤ををまなpm方のが色こひ悉素va
て澁伐以すごににで段々とまくをあ
見病探てかと寄依あkなもす實肥つ

蒙般警薦鶏野瀧£燥7．釜
園のへな來いのk　まりで桑てによ
の2ばいるこ線桑　 し染あの居至り

業のしふうも寄爵　 ら是すのでのを

來がこがひ課をに　園いはにまるす
に出と分まで或桑　 纏に例・依しかる
丞來はつ亥あるの　濟考のつてら豊
Lた確≧赤り方葉　に究無て亮實科
もだか即澁ま法が　 於す拳は・一に植
知けでちも玄を全　てる式薬事大物
ら鴛あ菌随是以部　 は贋のののなを

の澁は越てのさう　 りるる長斯㌧で川
間全死年居鍛せに　 ももとく業ある
に部んすつ業τな　確のか保にら事
随・をで登f〈試さつ　かで或つ大うや
分防し此之瞼うて　にあはこいと［li
簗ぐま故も場しし　 利ら上とに思に術こふに赤に℃ま　釜う田が貢ひ化
のとか菌澁於螺ふ　 をと式韻献ま墨
　　　　　　一12＿



來將の業縣銀

す電今　　　實的違つく穫い漸　御
森化後pa　　業のひて多のもく叉蔭
氣皇讐箋　覆議秩罐宝奮写蔑鍵棄
は．Sl、出獄　　齋をとをの以あ的のつ
＿こなtz　　さ行思輩をてれに成て
番とくす　　れふぴる取桑ば世分居
安がちる　　るこまとつの一，間生つ
全獄や上五　でと亥云た善番にasた
で業なに　　あも此ふ方悪宜分ふの
普界ら於　　ら出研やがを．いっやで
及にぬて　　う來究う利制とてうあ
す段との　　 とまがな釜定し滲なり
べk思叢　　信い完揚のすてつもま
き現ひ兇　　じと全合揚る居たの％
性れまの1　ま思にに合こつの臥
警棊葦馨　需／3禦聲蓮な奏£難
もるれ化　　　下な喚山宜でり試
めだか墨　　　 各け桑あ，しあま験
とらら杢　　　 墨れのるくりす1揚、
塁至蟹謄　 業療萎零ξ季諾奏
の思の於　　　　盛想とあ葉力1はて
はぴ保て　　　　に的のりは葉桑も
電ま温螢1　　　研の關ま牧質を研
熟すに見　　　究叢係亥穫の選究
を錨しi螢　　　 し種は殊は化ぶし｛
以綜て養　　　　て製璽に少學の叉
て業もの　　　居澁大種な的にi本
催の或研　　　　り家なをく研藥校
青電は究　　　 まとる遭て究がに
に力催蛎　　　すはもるもが澤於
當化青う　　　　かなの揚榮出山て
て奄中云　　　られが合養來取も
る熱のふ　　　翼な其或便てれ色
の化熱風　　　　編い庭は値かる々
ででにの　．　　晋しに目のら牧研
ああしも　　　は父あ的成箪穫究
りりての　　　鰭経るにるにのし
ままもも　　　 て濟に依ぺ牧多『

　　　　　　＿13一



　　　　　　　　　　　集演講學科綜盤
らと年強し進　力1究源可の　ら獄す
な今來艮竃め製まさの思聞又な兇蓬
くEfやき本る縣だれ分議題識圏くをは
単華2謀饗苫劣く書窺姦藻磐拳盤纏
なっ居が於は面大れも氣山病なてtと
らてる必て解になぱのがあ理らし其
ぬ居の，すも野参るなでありのぬま源
’とりで嚢或のま研らあるま方問ふ度
思まあ見は闇し究ぬつのす面題とを
ひすりさ試題てのとてで較かで云調
まが豪る験で嚢蝕思もあ化らあふ整
亥ま亥べ場あ製地庵巽り病申ら憂す
之だ爾きにる縣が此病まのしうもる
義く姦劣磐螺嚢叢芝響≒婁を患ldi量
在思にでもののに於最9t）はて桑㎡が
肇ふ於あ專解基淺ても病今も之も出
校やてらら傍礎さは簡源［fi薇の其來
でうはう研のをれ既易は除粒利慣且
もに今と究研なてにな何程子用格つ
試進の思し究す居學るか出病はは失
験歩狡ぴてのもり術駆ま來の誠商火
場は長ま居如のまの除だて話にくの
で致が実りきはす方法十参は大な憂
墨暴潔詫享緩慧゜響磐盆皇1護禦篭崖

つせやかけにの．籐維炎しWtあ熱い
てぬつられ重能　程濟留た寸ら催或居甚た製ど大i率　判的め其申う青は
りは域綜もなで　明にて外しとの危
まも蹟嗣蚕隅jあ　 し有居にま思如瞼
Slうも水だ題リ　ブヒ効な膿しひきな
嚢雀P，9．く£委響篇警羨＄犀差
縣力ま，究今ら共　澤方でやま　後斯
のを実も後う能　山法あうだ　必を
集盃暴叢纂意奮雪難塾盗く茎塞
者てす三てひ一　ま亦す種未　部し
自やっ十最ま番　 す研病不知　 やて
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來將の業縣慧

書1曝＄曹皇現轟倉暴島暴笑禦其讐豪

なのうの揚に械とてが糸し澤igtか研
けやで中を先のはも出機た山物差究
れうあに見般研墾製來械遜あ理as所
ばなり倍て郡究問造てば歩b的ふを
な極まの’ ･がの中居ガ・はま藩こ設
らくす工寂製遅助のりりあ亥くとけ
な徴が程は綜れけもまでり機は嫁て
い妙彼をヌ．にてにの支はま械機此此．
技なに蓬聞覗居依も棚なせ・の械度方
術るはめき察るつあ橋V｝璽如的一〇一．の
に憲粗てしにとてり氏生是きの講試
關う當見た行云皆まのXXははi互演験
係寸のせのかふ織亥考のも多颪會を
し分成るでれこ自是案楡つ少にでや
ての算とあたと身等に査とは於皆つ
ゐ腰が云るとはにも係機考進て様て
る溜あふがe誠於一る械究歩Sに居
技式つこψうにて通ものしし就嚢る
師のたとPtの遺もりQ如てま中表麗
が手らを技猫憾御は或き合し製すも
製jJilう言師逸な研褒はも理た縣るあ
綜減とはののe究表中さ的けのitり
工を思れ日入とをす野うにれ上とま
揚許ふだ『く造で願るので改どにに亥
のさのさ庇絹あひご試あ善も、はな是
人なでうm懸りたと験りし今大つ等
にい診で揚技まいで揚まなかいても
向糟りあを師兎のあに支くらに居今
つ密まり臨が　 でら於今ち二穂Fb日
てなすま分廊　あうて［：1や十究ま迄見
之る荷すに是　 りと考はな年しすど
を墨故是任製　 ま怠案梢ら前な゜の
雪術かはせ綜　亥ひせ々ぬのく　位
ふ上と如るの　繰まる二と機ち　研『
以の申何なあ縣すも三思械や究
上頭せにらの　方が（R學ひもな　が
査をばもば完　面薪叉術ま今ら　蓮
い以犬暴ゴ金　にう本的亥日ぬ　 ん

加て造言三な　於云校の輩の問　で
　　　　　　＿15＿



　　　　　　　　　　　集演講學科縣醸

にい　　にの見あの學うま進　　とカ1減
聞もそ依精當るみ術で亥の9t：思叫な
いのれつ練がだをのすさ研外ひ面ζ
たでかて剤づら使方繕う究、工まにと
所あら段をいうつ面練しと揚づξ健を
がるePt　k使たとてかのて云能　其冒
“とつ改つの思精ら如現ふ卒　概つ
や云て良てでつ練一き」lkもの　究た
あふはさ精あてし歩はよの増　 のの
れe紡れ練り末て踏各bは進　方で
だと績てをま校居込工は共に　法は
壌£轟舞塞毒暴霧窓箆覇塞馨穫｝
幾つでつにはてが見於も奢心　械と
らだあsす細も是れて二の理　的思
研瀬るある菌柳は嬬各割心的　 にひ
究が所るとのか非．ま自も理方　或ま
し本のの云純研常だ皆多JVC面　　は亥
て校撹でふ粋究に頗完く態か　　化是
もに斗あ方培し不る全ののら　學は

・學赴屑り法養た繧幼と牧研研　的N
問任繭まもをも濟矛稚思穫究究　 に本
の　しざす・あ用のででつをかす　　淺入
力てう゜らふがああて齎らぺ　 つに
で來云　 うるあるるやす之き　て取
はたA、　ととる重こつこを‘も　居っ
い當も　思云のにとてと改の　るて
か時の　 ふふで他は居がめは　 とは
ぬ涌の　薪方あにする出て澤　云一
も擁油　 う法り維ぐの來行山　ふの
のの焼　云もま濟分で条くあ　壁侮
で問の　ふあす的りあ紡こる　・T：辱
あ題如　風りカミ瓦まり績との　とで
るにき　のま果而丈まのがで　我あ
と付は　 もせしも’從す方禺あ　 kら
・云て何　のうて優來け面來り　はう
ふ或共　もUあ良僅れにるま　見と
とる仕　 科或るなかどしの亥　 て思
と専方　 學はこ方に庵てで能　 宜ひ
を門が　の特と法石之もあX　しま
言i家な　 力i殊にが鹸もさり増Lいす

　　　　　　　＿ユ6一



來將の業綜獄

す資り、と路し亥依だ　　　 て不しは
がせ御磯御た薮っけ斯　　嫉可鷹れ
どら聴表幽所にて斯う　　 墨能之，f〈

うれきせ下の於籏業云　　 間とを是
かたにらす講質縣にふ　　 と思完は
其v、なれつ師本業役講i　　云つ全不
御とりるた諸校の立突　　 ふだに可
積思まの繹鱈の改つ科　　 もも除能
でぴしででは同善矩學六　のの去で御ま竃ああ薩窓磯かと　　はもすあ
糖すさりり分會逮と云　 ・v學るる
き球うまま御はを云ふ　　 ジ問方と
取上しすす多微途ふも　　 ツの法思
をのてか容忙力げこの　　　クカがつ
願趣e与講のななとが　　　のva獲て
ひ意度普師際が：く：が慧　　如依見居
たには通のでらち能綜　　 くつさつ
う依御の演あ今やく業　　考でれた
ごつ自演読り向な分に　　　へ之た所　　　　ボ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う

ざて身読はまのらつど　　 らをの鼓
い本にを極し墨ぬたう　　れ除でに
ま會研聴めた術と從云　　る去あ井
すを究くてけ講云っふ　　場すり上゜開的積地れ演ふて關　　合るま教
　い態で昧ど會こ今係　　 もこす授
　た度居眞もをと後を　　あと斯選
　　　　　ね　課をら鰹今企をに持　　るがの藤
　で以れに回で断於つ　　 の出如教
　あてな只のた言てて　　で來くi授　　b　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ね

　り斯い畢離課し興居　　あ袴眞古
　ま業や術にで得大る　　 りで面谷．
　亥に51的賛あやい’も　　ます目教
　是當只に成bうにの　　すかに授
　から研自ぜまとサか　　　oら熟等
　ちる究分らす思イ過　　　 見心の
　講N報のれまふm去　　　　糠に研
　　　　　も　演上告研差ひのンに　　　 にや究
　にのを究繰にでス於　　　依れに
　移i参し、をつ御あのて　　　 りぱ依
　　　　　　　　　　　　　　’　り考ん’諄て願り力ど　　　　　ま今り
　ま　に　み、k　遽　ぴ　ま　に　れ　　　　　　　　し　迄　ま

駒一唄17＿



集演講學科綜鑑

　　　　　　の　 と正きをら
　　　　　　あ開云を取完な伺
　　　　　　つ愈ふ願下杢い躍
　　　　　　たに課つさにや術
　　　　　　：嘗£丞2禦急羅
　　　　　　にまりし極きこ演
　　　　　　付しまもく取とと
　　　　　　ててす聞精にが云　　　　　　　　　カ　　　　　　御冗斯逮密なあふ
　　　　　　諒長うひなるりも
　　　　　　承にしのととまの
　　　　　　を亘海1と云すは　　　　　　願りない’はふ併秩
　　　　　　つ　ま　ら　や　海　’こ　・し　序

　　　　　　たしばう記と長が
　　　　　　課た本にをはいあ
　　　　　　でが愈し致困時り
　　　　　　あ禾の雪し難闇ま
　　　　　　り會講之までのし
　　　　　　まの演をしあ～P璽
　　　　　　す講の印てらと…　　e　　　　。演趣刷更うで言
　　　　　　　の旨しにとあ一　　　　　　　趣が7く興思り艘
　　　　　　　旨徹御原ひま其
　　　　　　　を底希稿ます階
　　　　　　　申し望をすか、段
　　　　　　　上や者御から1を
　　　　　　　　げうに迷軌御誌
　　　　　　　　ざと實惑此｛雀き
　　　　　　　　う思費な塵怠洩
　　　　　　　　しふをがでもら
　　　　　　　　ての以ら皆御し
　　　　　　　　色ででも様疲て
　　　　　　　　々あ御講が勢は
　　　　　　　　手り分師要も後
　　　　　　　　違まち諸領あの
　　　　　　　　ひすし君をつ話

な゜たに御環が
　　　　　　　　ど　v・訂糖之分

＿＿ユS一


